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　第9回国際炎症学会9th World Congress of Inflammation（WCI09）は平成21年7月6日（月）～

7月10日（金）（5日間）日本炎症・再生医学会のホームグラウンドとも言うべき京王プラザホテ

ルにて開催される予定であります．この会議は，国際炎症学会連合（International Association of

Inflammation Societies; IAIS）が2年ごとに開催する会であり，疾患発症ならびに病態の基盤をな

す炎症反応の機序解明に関する基礎研究から , それらに基づく新規予防・治療戦略の提供，創薬

開発研究に関する国際的な発表の場を提供し，情報交換ならびに国際的人的交流・産学連携を促

進することなどを目的とするものであります．

　国際炎症学会連合は，世界の主な炎症学関連研究組織の統合，連携を促進することを目的とす

る国際学術団体であり，日本炎症・再生医学会も加入しており，第9回国際炎症学会をホストと

して開催することになっています．

　IAIS開催の国際炎症学会（World Congress of Inflammation; WCI）は 1993年に第1回学会がウ

イーンにて開催されて以来これまで7回開催されています．日本は以前1997年第3回大会を東京

で開催した経緯があります．この間，主に欧米の都市を中心に2年ごとに開催されてきましたが，

前回はオーストラリアのメルボルンで開催され，次回はデンマークのコペンハーゲンでの開催が

予定されています．前回のメルボルンでの学会以前からIAISの方から再度順番ならびに炎症研究

の国際的水準，人口そして学会組織規模（日本炎症・再生医学会は2千数百名を有する，この分

野では世界で有数の組織）などを考慮して再度日本での国際炎症学会開催の打診がありました．

日本炎症・再生医学会理事会として第9回国際炎症学会開催を引き受けることを2005年7月確認

しました．そこで，国際炎症学会連合IAISとして正式に2005年8月20日開催IAIS理事会で第9

回国際炎症学会（9th World Congress of Inflammation; WCI）を平成21年日本で開催することを決

定しました．これに基づき，今年度日本炎症・再生医学会理事会，評議委員会，総会（平成18年

7月10～11日）で第9回国際炎症学会の日本開催受託を正式決定しました．これを受けて，日本

炎症・再生医学会は，日本開催準備のために，平成18年11月6日第9回国際炎症学会組織委員会

を設置しました．

　今回の会議では，「炎症・修復・再生医学研究の新機軸， Innovative Research of Inflammation,

Repair and Regenerative Medicine」をメインテーマに，炎症基礎研究の到達点（限界と最近のブレー
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クスルー），炎症臓器修復・線維化機序への新視点，炎症臓器の再生医学・医療，新規炎症疾患治

療標的と創薬・ドラックデザイン等を主要題目として行われることとなっており，その成果は炎

症反応に対する更なる理解とそれに基づく新規予防・治療法，新規薬剤開発標的，薬剤開発戦略

などを提供し，さらに従来の治療では不可能であった炎症に伴う線維化などにより機能回復が不

可能であった臓器の再生を可能とする再生医療への発展が期待されます．

　なお，この国際学会は日本炎症・再生学会年会と共同開催であり，山本一彦先生が国内学会の

開催会長であります．現在，山本一彦には国際学会のプログラム委員長を兼任いただき，私なら

びに他の委員とともにプログラム，招待講演者の選択を進めているところであります．皆様から

の様々なご助言，御支援をよろしくお願い申し上げます．

　第8回国際炎症学会は今年6月17日～20日コペンハーゲンで開催されます．2009年にはできる限りの多くの

外国からの参加者を期待いたしておりますので，今度のコペンハーゲンには日本からの多数の参加をお願いいた

します．第8回国際炎症学会の詳細は，www.inflammation2007.dkをご参照ください．


